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【侍ハーバー 勝栗抹茶】 【ポイント：三種の抹茶】 

Press Release                           2023年 1月 6日 

株式会社ありあけ 

株式会社ありあけ（横浜市中区日本大通 36、代表取締役社長堀越隆宏）は、2023 年 1 月 8 日放

送開始予定の大河ドラマ「どうする家康」ロゴライセンス商品として『侍ハーバー 勝栗抹茶』を、

2023 年 1 月 8 日㈰より期間限定にてありあけ直営店等で販売を開始いたします。 

2021 年 12 月に発売しご好評をいただいた「侍ハーバー 勝栗抹茶」を、徳川家の家紋である三つ

葉葵にかけて、かすてら生地・餡・黒蜜、それぞれに合う三種の抹茶を使用し、より抹茶の風味を

活かした味わいを目指し仕上げました。家康が手がけた東海道に九つの宿場町を持つ神奈川の地か

ら、今に続くゆかりに思いを馳せてお届けいたします。 

  

 

◆商品説明 

家康公はお茶を好み愉しんだといわれ、江戸時代お茶は大

切に扱われておりました。鎖国時代が終わり主要輸出品と

なった「お茶」は江戸末期から生産が拡大され、日本中か

らお茶を横浜へ集め、江戸～明治にかけて重要輸出品とし

て大きく貢献し「港町ヨコハマ」の大切な歴史に刻まれて

います。 

本商品は、開港時に横浜の港から沢山のお茶を運ぶ船のイ

メージとも重ねた「侍ハーバー」、そして「勝ち」につな

がる縁起の良さで武将の士気を高めるためにも使われた

保存食の「勝栗」にかけて仕立てあげました。 

パッケージは江戸幕府の中枢となった「江戸城」を背景に、

武人画師として活動する「こうじょう雅之氏」が書き起こ

した徳川家康公のイラストを使用しました。 

「侍ハーバー 勝栗抹茶」新発売 

2023 年 1 月 8日より 期間限定にて販売開始 

（大河ドラマ「どうする家康」ロゴライセンス商品） 

～取り扱いはありあけ直営店・百貨店・量販店・駅売店・ありあけオンラインショップにて～ 
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■商品特徴 

かすてら生地、餡、黒蜜、それぞれに合う三種の抹茶を使用。栗の甘露煮を合わせた 

自家製抹茶餡の中に抹茶黒蜜を閉じ込め、伝統の製法でしっとりと焼き上げました。 

 

■商品素材 ～今回の侍ハーバーでは家康が好み愉しんだ由縁ある抹茶素材を使用～ 

徳川家の家紋 三つ葉葵にかけて、より抹茶の風味を活かした味わいを目指し、 

かすてら生地・餡・黒蜜にそれぞれ異なる三種の抹茶素材を合わせて使用しました。 

 

🍵抹茶生地：晩年駿府城で隠居した際に愛飲していたとされ、香りの

良さとうま味・爽やかさをもつ味わいの静岡の本山抹

茶を使用しました。 

🍵抹 茶 餡：江戸城まで茶を運ぶお茶壷道中の始まるきっかけとも

なった京都の宇治抹茶を使用。鮮度高く、渋み・甘みの

バランスのとれた奥深い味わいを活かしました。 

🍵抹茶黒蜜：宇治抹茶のペーストを使用することで風味を損なわず

に黒蜜と調和するよう仕上げました。 

 

■商品概要 

◇商 品 名：侍ハーバー 勝栗抹茶 

◇発売期間：2023 年 1 月 8 日（日）～2023 年 12 月末（予定） 

◇販売価格： 単品 194 円 / 6 個入 1,166 円（税込） 

◇販 売 店：ありあけ直営店、百貨店、駅売店、ありあけオンラインショップ、他ありあけ取扱店等 

◇お客様相談室：フリーダイヤル 0120-421-900 (9:00～17:00、土・日・祝を除く) 

 

■使用している抹茶（外部サイト） 

株式会社又兵衛  https://www.matabay.com/kodawari/ 

本山製茶株式会社 https://www.honyama.com/honyamatea 

株式会社放香堂  https://www.hokodo.co.jp/about.html 
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